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中間評価票 

（令和元年９月現在） 

１．課題名 老化メカニズムの解明・制御プロジェクト 

２．研究開発計画との関係 

施策目標：健康・医療・ライフサイエンスに関する課題への対応 

大目標（概要）：健康・医療戦略推進本部の下、健康・医療戦略及び医療分野研究開発推

進計画に基づき、医療分野の研究開発などを着実に推進するとともに、幅広い研究活動等

を促進するため、データベースや生物遺伝資源等の知的基盤を整備する。 

中目標（概要）：健康・医療戦略及び医療分野研究開発推進計画に基づき、健康・医療分

野の取組を着実に実施する。 

重点的に推進すべき研究開発の取組(概要)：「健康・医療戦略」及び「医療分野研究開発

推進計画」に基づき、それぞれの項目について研究開発を着実に実施する。 

本課題が関係するアウトプット指標：なし 

本課題が関係するアウトカム指標：なし 

３．評価結果 

（１）課題の進捗状況      

○事業の概要 

本プロジェクトにおいては、老化の遅延による健康寿命の延長を目的として、これまで

のような個別の疾患等の研究ではなく、老化そのものを加齢関連疾患の基盤ととらえ、老

化のメカニズムの解明・制御を目指す研究を進める。 

実施に当たっては、幅広い分野の研究者の参画により、我が国の強みを踏まえつつ、老

化に関連する基礎研究を体系的に実施し、抜本的強化を図るとともに、疾患への応用、人

材育成等をプロジェクトとして包括的に推進する。また、生命の本質的な問いともいえる

老化についての人類の知の開拓にも貢献を目指す。 

その実施は、日本医療研究開発機構（AMED）の一貫した支援・推進体制の下で行ってい

る。 

○進捗状況評価 

・個体・臓器老化研究拠点 

臓器・個体老化の「共通作動原理」および「個別作動原理」を明らかにするため、神経

シグナルと末梢臓器（肝臓）修復機構の解明、臓器内血管内皮幹細胞による組織の恒常
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性維持機能の解明、皮膚老化ダイナミクス機構の解析等の個体全身から各臓器・細胞へ

のアプローチと細胞・臓器から個体へのアプローチの双方向の研究を融合し、研究開発

を実施した。 

・老化機構・制御研究拠点 

オートファジー抑制因子による老化の制御メカニズムや、細胞老化関連分泌現象

（SASP）のメカニズム、インスリン様シグナル伝達経路による加齢制御などについて、

モデル動物を駆使して有機的に組み合わせ、種を超えて保存された老化・寿命制御の基

本メカニズムの全容解明とヒト老化を制御する分子標的の発見を目指して「細胞老化研

究」と「老化・寿命研究」を実施した。 

・研究推進・支援拠点 

研究推進について、リトリート報告会等、研究プロジェクトを横断する各種会議を開

催し、研究者間の情報交換、連携促進、共同研究の創出や拠点間の連携強化を図った。 

解析支援において、同一条件下で飼育された加齢マウスの作成・供給体制を構築し、

各拠点への供給を行うとともに、寿命解析を支援した。また、新規解析技術の開発とと

もにメタボローム解析、超微細形態解析等、各研究開発拠点の解析を支援した。 

（２）各観点の再評価 

＜必要性＞ 

評価項目 

・国や社会のニーズへの適合性、科学的・社会的意義 

評価基準 

・政府方針に合致しているか。 

・老化メカニズムの解明と老化の制御を目指す基礎研究の成果を創出できているか。

また、老化遅延や加齢関連疾患等の予防・遅延法・克服法の開発等に資することがで

きているか。 

本事業の事前評価において、「ニッポン一億総活躍プラン」（平成 28 年 6月閣議決

定）や「日本再興戦略 2016―第４次産業革命に向けて―」（平成 28年 6月閣議決定）

において、老化メカニズムの解明や老化・加齢の制御についての基礎研究の推進の政

府方針に本プロジェクトの研究分野が従っているものと評価した。 

また、本プロジェクトが老化に関する基礎研究の成果を疾患の予防・克服や、実用

化・社会実装につなげるための分野・領域を横断する取組であること、生命の本質と

もいえる老化現象の解明により生命科学の発展において重要な役割を果たすものと

期待できるとの評価がなされた。 

現在も「ニッポン一億総活躍プラン」フォローアップにおいて、今後の取組とし

て、「老化メカニズムの解明と制御を目指す基礎研究等を実施するとともに、研究基

盤の整備等を推進する」（「ニッポン一億総活躍プラン」フォローアップ会合 令和元

年５月開催）とされている。また、「成長戦略フォローアップ」（令和元年 6月閣議決
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定）において、「健康・医療戦略」（平成 26 年７月閣議決定、平成 27 年 2 月一部変

更）等の下、研究開発を推進するとし、「健康・医療戦略」に基づく、「医療分野研究

開発推進計画の実行状況と今後の取組方針 2019」の「基礎的かつ先端的研究開発の

推進」においては、引き続き「高齢者に特有の疾患や老化・加齢メカニズムの解明・

制御についての研究を推進する。」とされており、前述の点も含めて、本プロジェク

トは政府の方針に従って実施している。 

また、基礎研究等の成果の創出として以下の成果などが創出されている。老化メカ

ニズムの解明と老化の制御を目指す基礎研究、老化遅延や加齢関連疾患等の予防・遅

延法・克服法の開発等に資するものである。 

○細胞質中 DNA 処理系の機能低下による自然免疫応答の誤作動による SASP（老化

細胞が分泌する炎症性物質）の誘導メカニズムを発見した。 

○異常タンパク質の蓄積を感知して細胞を生存あるいは細胞死を誘導するスイッ

チ機構にミトコンドリアが関わることを発見した。 

○心不全に伴い機能不全に陥る褐色脂肪の研究を通して、ミトコンドリア機能異常

を惹起し老化形質を促進する代謝物質を発見した。 

以上より、必要性への要求事項は満たしていると評価できる。 

＜有効性＞

評価項目 

・新しい知の創出への貢献、直接・間接の成果・効果やその他の波及効果の内容等 

評価基準 

・本分野の基礎研究を体系的に実施し強化することで、老化の制御に繋がる画期的な

シーズを創出することができているか。 

・臨床研究を目指した抗老化物質等の研究開発を進めることができているか。 

本事業の事前評価において、本プロジェクトは、老化研究は我が国が独自性、創造

性をもってイニシアティブを発揮できる分野であり、幅広い分野の研究者の参加を

促進し、世界をリードする成果創出と我が国の経済・社会への多大な波及効果が期待

されることから、有効であるとの評価がなされた。 

本プロジェクトにおいては、基礎研究を体系的に実施し強化するため、基礎研究を

実施する２つの研究開発拠点を専門的な解析技術等による支援と拠点間の意見交換

等の連携を促進することを目的として研究推進・支援拠点を設置した。 

研究推進・支援拠点においては、国内の優れた研究基盤をもつ熊本大学や理化学研

究所などの大学・研究機関が参画する加齢マウス供給支援・寿命解析、老化指標解

析、メタボローム解析及び微細構造解析等の解析支援チームを設置し、解析支援を実

施した。解析支援の実施に当たっては、本拠点内に設置した支援課題選定技術委員会

において審査するとともに、必要に応じて参画研究者への実施計画等についてコン

サルティングを実施した。また、本拠点においては、各研究開発拠点間の連携を促進

するためリトリート等を定期的に開催し、各拠点間の意見交換及び人材交流など連
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携を促進した。 

これらの研究推進・支援拠点の解析支援や連携促進の取組により、各研究開発拠点

では、必要性の項目で述べた成果に加え、各拠点が独自の新たな概念に基づく以下の

ような成果が創出されており、老化メカニズムの解明や制御に繋がる研究成果や臨

床研究に繋がることが期待される。 

○オートファジー抑制因子による老化の制御メカニズムとして、いくつかのモデル

生物を用いて加齢に伴いオートファジーを抑制する因子である Rubicon（タンパ

ク質）が増加することを発見した。 

○神経シグナルと末梢臓器（肝臓）修復機構の解明として、肝臓が障害を受けた際

に脳からの自律神経による信号が肝臓内の免疫細胞（マクロファージ）を刺激し

て、緊急的に肝臓再生を促進することを発見した。 

○皮膚老化ダイナミクス機構の解析において、表皮幹細胞が隣接する幹細胞との間

で細胞競合を行うことによって皮膚の質（若さ）と恒常性を維持していることを

発見した。 

以上より、有効性への要求事項は満たしていると評価できる。 

＜効率性＞ 

評価項目 

・計画・実施体制の妥当性 

評価基準 

・組織が適切に運営されているか 

・積極的な連携がなされているか 

・PS・PO や外部有識者によって適切な評価と進捗管理が行われることで、効率的に研

究が推進されているか。 

本事業の事前評価においては、老化研究との関連が指摘されている研究プロジェ

クトとの連携・協力、老化関連の研究を実施している国立研究開発法人等の研究機関

や大学との適切な役割分担の下での連携・協力等により効率的な研究推進と成果創

出に向けた体制構築が期待できるとの評価がなされた。 

本プロジェクトにおいては、異なる視点から基礎研究を実施し、研究開発目標を遂

行する２つの研究開発拠点と研究開発拠点の解析支援及び連携を促進する研究推

進・支援拠点が役割を分担して実施されており、これらによって、必要性や有効性の

項で述べた研究の成果に効率的につながっている。 

また、AMED においては、PS、PO によるヒアリングやサイトビジット等を通じた定

期的な課題の進捗状況の把握、外部有識者を加えた中間評価等を実施し、適切な予算

配分や適宜研究計画の更新等を遂行することで、効率的に推進した。さらに、本事業

以外の AMED 関連事業とのリトリート会議等を開催し、研究者の人材交流を図った。

また、異分野の外部有識者を加えた研究推進会議を開催し、事業の方向性や日本の老

化研究の推進戦略等の議論を進めている。 
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以上より、効率性への要求事項は満たしていると評価できる。 

（３）科学技術基本計画等への貢献状況 

本事業においては、必要性の項等で述べた通り、多面的なアプローチや種々のモデル

生物を活用した検討により、細胞老化の誘導・維持に関わる因子の同定や新たな分子機

構についての知見を取得し、健康長寿延伸シーズにつながる発見等、着実に成果をあげ

ている。このことから*健康・医療戦略（平成 26 年 7 月 22 日閣議決定、平成 29 年 2 月

17日一部変更）に即して策定された医療分野研究開発推進計画のうち、疾患領域対応型

事業の取組みとして「高齢者に特有の疾患や老化・加齢メカニズムの解明・制御につい

ての研究を推進する」に貢献しているものと考えられる。 

*参考：科学技術基本計画（平成 28 年 1月 22 日閣議決定）第３章（１）② i） 

（４）今後の研究開発の方向性 

本課題は「継続」、「中止」、「方向転換」する（いずれかに丸をつける）。 

理由：  

本事業は、各観点の再評価の項で述べたとおり、各研究拠点リーダーのもと、研究開

発拠点において着実に研究成果をあげ、拠点としての研究成果は国際的に競争力がある

レベルである。今後、個体老化と臓器・細胞老化の原理解明とその制御法の同定や細胞

老化の研究成果を基にした臓器や個体の老化メカニズムの解明などを通じて、疾患発症

に結び付く各臓器の機能不全の克服や医療分野への実装に向けて研究の積極的な推進が

望まれる。特に、事業共通で同一条件下で飼育された加齢マウスを用いた解析と拠点の

共同研究により、老化・寿命制御機構の全容解明に向けた解析が大規模に加速すること

が予想され、膨大なデータを集積・活用するデータベースの構築や老化特有の解析技術

の高度化、支援の拡充が求められる。 

（５）その他 

世界的に高齢化が進む中、より健康で長生きできる社会の実現が国際社会における重

要課題のひとつである。 

本事業ではすでに拠点内外での連携を効率的に行い、学術的観点から国際的に評価さ

れうる成果が得られつつあるが、疾患の克服や老化遅延により健康寿命を延伸すること

を目指し、事業終了時には加齢関連疾患の治療に資するシーズ、予防法等につながる知

見の創出を行い、社会へ還元することが強く期待されている。また、研究開発期間終了

後も各拠点が存続されるよう検討が進められることを期待する。 

より一層の研究の進展を図るため、AMED が PS、PO と密に連携しながら適切な課題管

理を行うことにより、継続して成果を創出し、現在進行中の研究成果を確実に取得する

とともに、本事業以外の AMED 関連事業との連携支援により新たな情報交換が行われ、未

知の老化メカニズムの発見などに発展することなどを期待する。 

15 


	ライフサイエンス委員会委員名簿
	「老化メカニズムの解明・制御プロジェクト」の概要等
	中間評価票

